
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

  
 

『可能性を信じる』  
 

校長 長谷川 典雅 

  
年末が近づき、街中がきらびやかになっていく季節です。イルミネーションが輝き、色とり

どりの光は、私たちを和ませてくれます。これらの光を放つのが、LED（発光ダイオード）で

す。しかし、３０年程前、LEDはまだ赤色と緑色だけでした。ツリーを飾るライトも、豆電球

に色をつけたものが一般的でした。そこに登場したのが、光の３原色で足りなかった青色LED

です。青色LEDができたからこそ、白色LEDができ、LEDが照明としても使われるようになり

ました。 

高輝度青色LEDの量産技術を開発し、実用化への道筋をつけたのが、2014年ノーベル物理

学賞を受賞した中村修二さんです。この業績は、エジソン以来とも言われ、国際的に高く評価

されています。 

昼間でも鮮明に見える信号機や駅などの電光掲示板、液晶ディスプレイのバックライト、ブ

ルーレイディスクなどは、この業績から始まり、未来の可能性を大きく広げています。 

中村修二さんは、 
 
「できない理由を探すな。どうしたらできるかを考えろ。」 

 
と主張しています。 

時に、いろいろな壁にぶつかると、壁を乗り越えようと努力 

し、それでもうまくいかないときには、できない理由を探して 

しまうことがあります。前向きな姿勢で、自分で決めた目的に 

向かっていくことが大切と考えます。 
 
『ＮＡＳＡより宇宙に近い町工場』の著者である植村努さんは、小さい頃から大好きな飛

行機やロケットに関する仕事をしたいという夢がありましたが、「そんなのは無理」「君の

成績では無理」「北海道では無理」などと言われてきました。しかし、親からの「思うは招

く」という言葉や、誰にも信じてもらえなかった・応援してもらえなかったライト兄弟やエ

ジソンたちを励みに、夢をあきらめず挑み続けてきました。 

現在は、北海道の赤平市にある「植松電機」で、ロケットや人工衛星を作り、世界で３つ

しかない無重力状態を作る実験装置を所有し、ＮＡＳＡをはじめ世界中の技術者が視察に訪

れています。 

植松さんは、こう語っています。 
 
『夢や目標を語る人々に対し、「どうせ無理」と簡単に決めつけてしまう人が
いて、この言葉が多くの人から自信や可能性を奪っている。仲間と夢や悲し
み、苦しみを語り合い、｢だったらこうしてみたら」と、知恵を出し合えば、 
どんな夢でも叶う。』 

  
「DREAM CAN DO，REALITY CAN DO」（思い描く事ができれば、それは現実にできる） 

      学校ホームページはこちらから→ 
 
住所：〒146-0085 大田区久が原四丁目12 番10 号    

電話：03(3753)9411  FAX：03(3753)9412 

大田区立久原小学校 令和７年１１月２５日発行 
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３年生の窓                          学年主任 
   
早いもので、令和７年も最後の一月を残すのみとなりました。３年生のこどもたちも「運動会」「音楽祭」

と大きな行事に取り組み、また一歩上学年への階段を上り、頼もしい姿を見せてくれています。 
2学期も終わりに近づくと、当たり前のように学習を進めている様子が見られます。しかし、日々の教科

の学習でも、「社会」「理科」「保健」「外国語活動」「総合的な学習の時間」と、はじめて学習する教科が多
いことが３年生の特徴です。はじめのうちは、新しいことに戸惑うこともありましたが、「今日は理科の実
験だから○○を準備しよう。」「今日は外国語活動だからＡＬＴの先生が来てくれる日だね。」など、今では
見通しをもって取り組んでいます。何より、新しいことを学ぼうとするときの、こどもたちのきらきらとし
た瞳が、心の成長を教えてくれます。 
４年生に向けて、上学年としての心構えや立ち振る舞いを上級生に学びながら、充実した学校生活が送れ

るように指導を続けてまいります。3年生のこどもたちの更なる成長に御期待ください。  
 
運動会を終えて                       運動会委員長               

１１月１日（土）、風が心地よい秋らしい気候の中、久原小の運動会を開催いたしました。運動会当日は、
全児童が校庭に席を設けて、他学年の演技・競技を参観しました。迫力ある競技に興奮したり、盛り上がる
演技に一緒になって楽しんだりと、運動会を存分に楽しむこどもの姿が見られました。また、応援団を中心
に学年を超えて声を合わせて友達を応援したり、盛り上げようと動きを揃えて踊ったりするこどもたちの
姿から、運動会をすることだけでなく、支えるという視点でとても大切な姿を
見せてくれました。また、今年は、昨年度までの運動会から学んだことを少し
ブラッシュアップした形の運動会を目指して準備を進めてまいりました。
PTA 役員、おやじの会、地域の自治体の方々などに御協力をいただき、受付
や保護者入れ替えの際の誘導、テントの片付けなど、様々な場面でお力をお借
りし、無事に運動会を実施することができました。 
最後に保護者の方々には、お弁当の準備等様々な面で、運動会実施に御理解・

御協力をいただき誠にありがとうございました。   
運動会アンケートの御協力、ありがとうございました。一部御紹介いたします。 

〇こどもの立ち位置や走順を事前に知らせていただけたので、とても助かりました。 
〇二学年ごとにまとめての競技や、徒競走の撮影エリアの順番制など、観覧しやすかったです。 
〇天気にも恵まれ、テントがなくなり観覧しやすくなり良かったです。 
〇入場がリストバンド形式になって良かったです。   
〇全力で頑張り、全力で応援しており、こどもも大人も楽しそうで、思い出に残る運動会となりました。 
●リストバンドが 3年生のオレンジと 2年生の赤が似た色で判別つきづらかった。    
●年配の方の観覧スペースはありましたが、少ないと思います。          
●団体の時のこどもの向きを事前に知りたかった。デッキからだと、ずっと背中しか見られなかった。  
●昼休憩に帰れない保護者のために、体育館や校庭の一部で待機場所を提供して欲しいです。       

  

 

 

 

 

 

 

日 曜 予定 時程 備考 日 曜 予定 時程 備考
1 月 振替休業日 17 水 水
2 火 校長動画　生命尊重週間始 SCS 18 木 SCU
3 水 水 19 金 B
4 木 児童集会　避難訓練（消火体験）   5時間授業 SCU 20 土
5 金 放課後算数補習 B 21 日
6 土 22 月 全校朝会　クラブ 月
7 日 23 火 B SCS
8 月 全校朝会　生命尊重週間終　委員会 月 24 水 給食終了  リコーダーコンサート（2年） 水

9 火 校長動画 SCS 25 木 終業式・大掃除

10 水 安全指導　保護者会(４・５・６年) 水 26 金 冬季休業日始
11 木 27 土
12 金 保護者会（1・2・3年） B 28 日
13 土 29 月
14 日 30 火

15 月 全校朝会　色覚検査（4年）  クラブ 月 SCS 31 水

16 火 3学期　始業式　1月8日（木）

(備） SCS：佐々木カウンセラー在校    
SCU：浦山カウンセラー在校    

校：校庭開放   
ス：スポーツ開放(13:00～15:30)        

１２月の予定  


